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道路事業 主要地方道 赤穂佐伯線 ［南］

事 業 区 間：赤穂市西有年
総 事 業 費：3.6億円
内用地補償費：0.8億円

事 業 期 間：R6～R13
事 業 概 要：現道拡幅
延 長：900m
計 画 幅 員：5.5m(8.5m)
計 画 交 通 量：2,300台/日(R22推計)
費用便益比 B/C：1.6

事業概要

目 的

①安全・安心で円滑な交通の確保
②安全な自転車通行の確保
③赤穂市と上郡町の連携強化

工程表
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2凡例
：事業区間
：国道
：県道
：その他道路
：公共施設、学校等
：交通量調査地点

上郡町役場

(主)赤穂佐伯線(南)
延長900m

出典：国土地理院

竹万区画整理地

上郡高校

自動車：1,993台/12h 
自転車： 16台/12h
歩行者： 2人/12h

（R5実測）

有年駅

上郡駅

事業箇所

至 赤穂市街

上郡町

赤穂市

上郡中学校

現況

4.0m

W=5.0m

0.5m 0.5m

計画



②自転車と車両が輻輳し危険

①幅員が狭く車両の離合が困難

現況写真事業の必要性・優先性

③大型車が中央をはみ出して走行

平 面 図

①令和３年度に完成した北工区に引き続き整備することにより、当路線の県内
唯一の幅員狭小区間を解消し、安全・安心で円滑な交通を確保する。

②幅広路肩を設置し、自転車(中・高校生の通学)の安全な通行を確保する。
③赤穂市・上郡町の中心市街地間の連携強化を図るとともに、上郡町内から赤
穂市内への救急搬送時の速達性・安全性を強化する。

凡 例
：事業区間
：国道
：県道
：既設歩道
：公共施設
：物損事故発生箇所

救急隊員の声

・緊急搬送で赤穂市方面へ向か
う際に、当該区間を使うこと
が多い。

・夜の(主)赤穂佐伯線は対向車
が見えづらく、また幅員が狭
くすれ違いづらいため運転し
にくい。

・安全に救急搬送を行うために
も早く道路改良をして欲しい。

出典：国土地理院

未改良

2車線
改良済

2車線
改良済
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上郡駅

上郡中学校

上郡町役場

上郡高校

北工区
R3年度完了

南工区
延長900m

上郡消防署

中心市街地間の
連携の強化

赤穂市民病院(二次救急)
赤穂中央病院(災害拠点病院)

竹万区画整理地

①

②
③

上郡消防署ヒアリング
(R5.6月実施)


